






要旨:日本における SIDS の研究において、剖検率が低いこと、又その剖検結果を統合する

機関等が存在しない結果、法医学、病理医の間で診断の基準がまちまちである。そこで、

日本における実際の剖検例を収集・登録し、法医、病理医と小児科医などよりなる会によ

り、十分に時間をかけて多面的な検討を行い、実情の把握とともに診断基準の統一をめざ

した。


